
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究所だより 
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黒部川扇状地研究所 

Tel/Fax  0765-72-0013 

E-mail:senjochi@milale.ne.jp 

令和７年度冬季研究例会を開催しました。鍋谷所長の開会の挨拶
の後、寺島禎一研究員と魚津埋没林博物館学芸員の佐藤真樹氏に
「富山県東部の金山 (かなやま )」のテーマで研究発表をしていただ
きました。発表に引き続き、当研究所の５つの研究部会が、今年度
の活動報告を行いました。  
休憩の後、富山県環境科学センター  大気課  統括研究員  木戸瑞

佳氏を講師にお迎えし、「南極での大気観測と生活～南極ってどん
なところ？～」の演題でご講演いただきました。真冬とは思えない
好天に恵まれ、68 名に参加していただき大盛会でした。  

今年度の主な活動内容を、５つの研究部会が

報告しました。

巡 検 部 会 
所員研修を実施。庄
川扇状地・砺波散居
村を巡り、地形や水
利用、景観などを黒
部川扇状地と比較
しました。 

動植物部会 
沢スギ林にて毎月１回
部員でマント群落のス
ギの調査・観察と顕花
植物の調査・観察を継
続して行いました。 

郷土史部会 
部員の個人研究と
研究成果の発表、
古文書史料の読み
解きの研修を実
施。「地域史誌著作
物一覧」の再検討
も行いました。 

地域変容部会 
扇状地探訪ウォー
クを企画・実施。
地域の自然や文
化、産業について
学びました。ドロ
ーンで景観の空撮
も行いました。 

研究発表 「富山県東部の金山（かなやま）」

富山県の東部には、かつて「越中七金山」と呼ばれる
鉱山があったこと、「松倉金山」の坑道の様子や鉱石の
製錬の方法等について、ユーモアを交え３D 画像も用い
ながら丁寧に説明してくださいました。  
参加者からは、「近くに金山があったことを初めて知

りました。発表者のワクワク感が伝わってきて楽しかっ
た。今後の研究に期待します。」「身近な舟見や明日に鉱
脈があるとは…。砂金を探してみたい。」などの感想・
意見が聞かれ、黒部川右岸の鉱脈に興味・関心を持たれ
た方が多くおられました。  

水 部 会 
黒部川源流域から河口
部までの地下水の性質
を調査。県内の名水と
黒部川扇状地の地下水
との比較も行いました。 

寺島研究員 佐藤学芸員 



2/25～27  環境ＤＮＡ調査に協力しました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  東北大学の研究者であるアクシャットさんが、富山湾の海洋深層水の 

生物多様性調査のために環境ＤＮＡを採取して研究することになりまし 

た。東北大学のネーチャーポジティブ検討会の副拠点長である藤田香先 

生から協力依頼があり、黒部川扇状地研究所から５名の会員がボランテ 

ィアとして参加しました。 

 滑川市にある富山県水産試験場で、パイプラインから海洋深層水を取 

水・濾過し、調査用のサンプルにする作業を行いました。環境ＤＮＡを 

調べると富山湾にどのような生物が生息しているかが分かるそうです。 

どのような結果が出るのかとても楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演

第 66 次南極地域観測隊に参加された木戸瑞佳氏の講演では、
富山県環境科学センターでの環境調査、南極での大気観測や厳し
い生活等について、貴重な映像やクイズも交えながら、丁寧に分
かり易く話してくださいました。  
参加者からは、「宇宙より遠いといわれる南極。別世界・別天

地の様子に驚くこと、感心することばかりの内容で興味深く拝聴
できました。」「これまでの南極の調査・研究によって、地球がど
のように変わっていったか〔季候、豪雨 (雪 )、干ばつ、暴風雨 (雪 )
など〕を考える上で大変参考になりました。」などの感想・意見
が聞かれ、とても有意義な時間となりました。  

４/２５（土）総会・春季研究例会を開催します！！ 
会場：うるおい館  ２階  イベントホール１  

○13:30～14:40 総 会 
協議内容  令和 7 年度事業報告、令和８年度事業計画、創立 50 周年記念事業  等  

 
○15:00～16:40 講 演 

演題：「黒部川扇状地の研究史：テキスト分析でみる研究の展開と多様性」  
講師：富山大学  人文学部  教授  大西  宏治  氏  (黒部川扇状地研究所  副所長 ) 

 
○17:00～19:00 懇親会  多目的ホール  会費 5,000 円   

※ 参加を希望される方は、事務局（TEL 72-0013）にお申し込みください。 

令和７年の秋に本研究所の２名の会員(研究員)が、長年にわたる社会貢献が評

価され、次の叙勲・表彰を受けられました。 

○瑞宝双光章 木本 隆信 様 

 長年にわたり入善町職員、助役として地方自治の振興と町政の発展に貢献され

ました。また、黒部川扇状地研究所の設立と発展に努めてこられました。 

○町政功労表彰（教育文化） 吉崎 嗣憲 様 

 中央公民館館長として中央公民館講座の参加者拡大や郷土愛醸成に貢献されま

した。また、入善公民館長として地域コミュニティの活性化に尽力されました。 

冬季研究例会の開会の際に紹介され、花束が贈呈されました。木本様は、都合

により欠席されましたので事務局からお届けしました。 

 


